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例　　　言
１．本書は、石川県金沢市戸板１丁目２番地に所在する出雲じいさまだ遺跡の発掘調査報告書である。
２．出雲じいさまだ遺跡は、金沢市教育委員会生涯学習課による戸板会館かがやき建設工事に伴い、平

成25年度に金沢市が発掘調査を実施したものである。
３．発掘調査の期間と場所、面積は次のとおりである。
　　調査期間：平成25年11月８日～ 12月27日　　　調査面積：510㎡
４．発掘調査は、金沢市埋蔵文化財調査委員会（委員長 谷内尾晋司氏、委員　垣田修児氏、横山方子氏、

小嶋芳孝氏）の指導の下で、景山和也（文化財保護課主査）が担当した。
５．本書の編集・執筆は、新出敬子が担当した。写真撮影は庄田知充（文化財保護課主査）が担当した。
６．本書に収録した遺物は、全て金沢市教育委員会が一括保管している。
７．屋内整理および製図は、次の方々に協力していただいた（50音順）。
　　井川明子氏、蟹ヤエ子氏、車谷律子氏、境田早苗氏、谷森真利氏、寺西悦子氏、土橋裕美氏、供田

奈津子氏、畑尾ゆか氏、法桑加代氏
８．本書の各図及び写真図版の指示は以下のとおりである。
	 ⑴方位は全て座標北である。座標は国土座標第Ⅶ系（測地成果2011）に準拠する。
	 ⑵遺構図の水平基準は海抜高で、単位はメートル（ｍ）である。
	 ⑶土層の色調は小山正忠・竹原秀雄2006『新版標準土色帖』（日本色研究事業（株））による。
	 ⑷各図の縮尺は、遺物は1/3、遺構は1/40が主であるが、各図に指示しているとおりである。
	 ⑸遺構名の略号は、SB＝掘立柱建物、SH＝竪穴系建物（平地式建物）、SE＝井戸跡、SK＝土坑跡、

　SD＝溝・川跡、SX＝落ち込み・土器溜まり、P＝ピットなどである。
	 ⑹遺物実測図の番号は通し番号とし、本文中、観察表、写真図版のそれと一致する。
	 ⑺遺構観察表の計測単位はメートル（ｍ）、遺物観察表の計測単位はミリメートル（mm）および

　グラム（ｇ）である。表中（　）書きの計測値については現存値を示している。
	 ⑻遺物観察表中の「遺存」欄は径復元に用いた部位と、12分割した際の遺存度を示した。底6は底

　部が6/12で半分、口12は口縁部が12/12で全て残っているということである。
	 ⑼土器については「壺」・「甕」・「高杯」・「器台」などと表記するが、用途を示すのではなく、形態

　による分類で、「壺形土器」などの略称である。
	 ⑽土器実測図の断面が黒色のものは須恵器を、その他のものは白抜きで示している。また、実測図

　内外面の目の粗いドットは黒色処理を、細かいものは赤彩処理を、細かな砂目状のものは灯明痕・
　焼痕を示している。

９．本調査での出土遺物、記録資料は金沢市埋蔵文化財センターで保管している。
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第１章　報告の経緯
第１節　調査に至る経緯
　平成13年４月13日付、金沢市戸板第二土地区画整理組合から事業施工地区内506,759.57㎡にかかる埋蔵
文化財分布調査の依頼書が提出された。これを受け金沢市埋蔵文化財センターでは平成13年11月５日～
同年11月15日にかけて試掘調査を行い、薬師堂遺跡、桜田・示野中遺跡、出雲じいさまだ遺跡の範囲が
確定した。当該地区で平成24年度に戸板会館建設が行われるということで、金沢市埋蔵文化財センター
と金沢市教育委員会生涯学習課とで協議の結果、平成25年度に発掘調査を行うことが決定した。調査の
期間は平成25年11月８日～平成25年12月27日までで、調査面積は510㎡である。今回は出雲じいさまだ遺
跡の第７次目の調査で出雲じいさまだ遺跡の様相を明らかにする上で重要な調査となった。

【発掘日誌抄】	
平成25年（2013年）	
　11月６日　調査区範囲杭設置。
　11月11日　1区表土掘削（～ 11月12日まで）。
　11月15日　屋外作業員作業開始。
　11月23日　遺構検出。遺構概略図作成。
　11月24日　SK・SB等掘削。SK102底面より完形甕出土。
　12月５日　遺構精査。第1回航空測量実施。
　12月７日　1区埋め戻し。
　12月８日　2区表土掘削（～ 12月9日まで）。

　12月11日　グリッド測量実施。遺構検出。遺構概略図作成。
　12月16日　遺構掘削。SB201、SB202等確認。
　12月17日　遺構掘削ほぼ終了。作図。航測に向けて清掃。
　12月18日　第2回航空測量実施。
　12月19日　現地作業終了。撤収作業。
　12月21日　2区埋め戻し。
　12月27日　休憩小屋等撤去完了。発掘調査事業完了。

第１図　金沢市戸板第二土地区画整理事業地周辺の遺跡分布と調査年度　〔S=1/6,000〕
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第２図　遺構全体図　〔S=1/150〕
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第 3 図　出雲じいさまだ遺跡全体図 　〔S= １/800〕
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第２章　遺構と遺物
　
第１節　概要
　本書では各遺構の詳細については第１～６表の遺構観察表にまとめてあるので、ご参照いただきたい。
ここでは遺物が出土した遺構、建物を構成する遺構等を取り上げて記載してある。また、遺物について
の詳細な記述に関しても第７～９表の遺物観察表に記載してあるのでご参照願いたい。本調査は土置き
場の都合で510㎡を半分に分けて発掘調査を行った。１区は西側半分、２区は東側半分である。そのため、
同一遺構であっても遺構名が違うものが複数あるので、ご注意願いたい。また、調査中に土坑としてい
たものが調査後に一本の溝と判明した遺構もある。各遺構の報告でも記述してあるが、ここでも注記し
ておく。SD102とSD202は同一溝でSH101の周溝である。土坑の上部が浅い溝で繋がっていたためSD102
−SK01、SD102−SK02、SD102−SK03というように出土遺物を分けてある。SD104とSD204は同一溝で
ある。SK103とトレンチ２はSD103の続きで同一遺構である。

第２節　主要遺構と出土遺物について
１建物
SB101（第2・7図）　１区と２区にかかる位置で検出した。第７図では方形にしてあるが、第２図で示し
たとおり六角形になる可能性がある。P103、P104、P110、P111、P112等で構成される。建物は東側柱
列を北で見ると西に３度傾く。出土遺物は細かい土師器が数点出土しているのみで詳細な時期は不明で
ある。建物内のP102からは第16図１の柱根が出土した。
SB102（第2・8図）　１区南端で検出した掘立柱建物でSH101内にかかる。規模は検出できた所で２間×1
間である。P113、P114、P115、P116、P120で構成され、主軸は北で見ると８度西に傾く。
SB201（第2・7図）　SB201は２区中央西側で検出された２間×３間の掘立柱建物である。主軸は北で見
ると西へ42度傾く。９つの柱穴中、６穴から礎板が確認された。前述のP215出土の有段口縁の甕が出土
している事から古墳時代前期の掘立柱建物と考えられる。
SB202（第2・7図）　SB202は２区北西隅で検出された２間×3間の掘立柱建物である。主軸は北で見ると
東に23度傾く。８穴中、５穴から礎板が確認された。礎板の他には土師器の細片しか出土していないため、
掘立柱建物の時期は不明である。
SB203（第2・8図）　１区と２区にかかる位置で検出した。P119、P202、P203、P209、P211等で構成され、
主軸は北で見ると西へ42度傾く。出土遺物は無く時期不明であるが、SB201と主軸の傾きが同じである
ことから、SB201と同様、古墳時代前期の掘立柱建物であろうか。
SH101（第2・9図）　１・２区にまたがる平地式建物で北半分しか検出できなかった。周溝はSD102と
SD103があり、SD103が古くSD102が新しい。造り替えた可能性がある。それぞれの溝は連続する長方形
の土坑で構成され土坑間は浅い溝で繋がり土橋状になっている。出土遺物から古墳時代前期の遺構であ
ると考えられる。出土遺物はSD102およびSD103で報告する。

２土坑・その他の遺構
SK101（第2・4・10図）　１区中央で検出した土坑で平面形は長方形、断面形は箱形を呈し、覆土は炭化
物を含む土層が重なる。土坑墓の可能性がある。出土遺物は第10図１～５である。１は山陰系の有段口
縁の壺であるが、外面に煤が付着する。２は山陰系の甕である。口縁帯の下部には突帯が巡り、端部は
外側に短く折れる。外面に煤が付着する。３は布留のくの字の甕で外面肩部にキザミ文が認められる。
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外面には煤が付着する。４はくの字に曲がる短い口縁を持つ甕である。外面に煤が認められる。５は器
台で脚部はハの字状に広がり、透穴が３カ所ある。その他土師器片が多数出土している。
SK102（第2・4・10図）　１区中央北端で検出した土坑で底から土器が埋納された状態で出土した。第10
図６である。くの字状の口縁を持つ甕で口縁端部は外反し丸く収められている。胴部は球形を呈する。
外面には煤が付着する。その他土師器細片が多数出土した。
SK105（第2・4・10図）　１区西寄りで検出された土坑である。第10図７はくの字の甕で、口縁端部は大き
く外反する。外面には煤が付着する。８はミニチュア製品の底部か。その他土師器細片が複数出土している。
SK106（第2・4・10図）　１区南西隅で検出された土坑で、底から土器が埋納された状態で出土した。第
10図９～ 12である。９は壺の底部で調整は摩滅が激しく不明である。10はくの字の小甕である。11は口
縁部がやや内湾する丸みを帯びた杯部の高杯である。脚部はハの字状に広がり透穴が４カ所認められる。
12は根固めの石か。その他土師器細片が多数出土した。
SK201（第2・4・11図）　２区中央東寄りで検出された土坑である。出土遺物は第11図１・２で１は山陰
系の甕である。口縁と頸部の境目あたりに突帯が巡る。口縁部内面にはキザミ文が２条残る。２はくの
字甕である。口縁端部が内側に小さく折れ曲がる。その他土師器細片が多数出土した。
SK202（第2・4・11図）　調査区中央やや北東寄りのカクランの下より検出された。出土遺物は第11図３
～５で３は山陰系の甕か。口縁部の突帯が弱い。４はくの字の甕である。５は高杯で内外面赤彩が認め
られる。その他土師器細片が多数出土した。
SK203（第2・4・11図）　２区南東端で検出した土坑で土器が埋納されていた。第11図６・７で６は口縁
部が短く直立し受け口状を呈する。外面は煤が全面に付着しハケ調整、内面もハケ調整がなされている。
弥生時代後期のものか。７は小壺で口縁部は直立する。口縁と頸部の径の差はほぼ無く境目にヘラ等で
浅い線が巡る。摩滅が激しいが所々ミガキ調整が認められる。その他土師器片が複数出土した。
SX101（第2・4・5・11図）　１区南西で西壁にかかる位置で検出された。出土遺物は第11図８～ 13で８
は山陰系の甕か。口縁下部に突帯が巡り端部はやや外側へ開く。外面に煤が付着する。９は外へ開いた
口縁端を短く直立させた甕か。外面には煤が付着する。10・11はくの字の甕である。11は外面に煤が付
着する。12は砥石である。灰色で粒度の細かい石で、砥面は２面ある。13は根固めの石か。
SX201（第2・4・5・11図）　２区南東隅で検出した広範囲に広がるが調査区外へと続き、またカクラン
で壊されているため詳細は不明である。出土遺物は第11図14の山陰系の甕と15の高杯である。高杯の脚
部はハの字状に広がり透穴が１カ所認められる。その他土師器細片が大数出土した。

３溝・川跡
SD101（第2・5・12図）　１区南端で検出された北西−東南方向の直線の溝である。出土遺物は第12図１
～ 13である。１は短く直立する口縁を持つ壺の口縁部で外面に煤が付着する。２の壺は口縁部が外側に
開き端部が短く真上へ折り曲げられている。３は長頸壺の口縁部分で緩やかに内湾しながら延びる。摩
滅が激しく調整は不明である。４～６はくの字の甕である。４は布留式である。７は高杯の杯部で内外
面に赤彩が施されている。杯部は外側へ直線的に開くが、端部はやや内湾する。８は高杯か器台の脚部
である。脚柱部から脚裾部にかけて屈曲し外側へ広がる。透穴は無い。９は器台である。小型で杯部は
直線的に広がり端部でやや内湾する。10 ～ 12は根固めの石か。13は緑色凝灰岩の剥片である。その他
大量の土師器片が出土した。
SD102（第2・4・5・12・13図）　１・２区にまたがる平地式建物（SH101）の周溝で北半分しか検出でき
なかった。この周溝の北から西にかけて連続する長方形の土坑で構成され土坑間は浅い溝で繋がり土橋
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状になっている。SD102−SK01、SD102−SK02、SD102−SK03、SD202は全てSD102と同一である。出
土遺物は第12図14 ～ 18、第13図１～ 19である。第12図14は有段口縁の壺で口縁部は外側へと開き端部
で短く外反させてある。15 ～ 17はくの字の甕である。18の器台の脚部はハの字状に広がる。外面はミ
ガキ調整、内面はハケ調整がなされている。第13図１・２はくの字の甕である。３は口縁端部に面を持
たせ、棒状浮文帯で装飾している壺である。４は大型の壺で頸部に突帯を巡らせキザミ文を施して装飾
している。５も大型の壺で頸部に突帯を巡らせキザミ文が施されている。６はくの字の壺であるが、口
縁部外面には鋸歯文が認められる。７は有段擬凹線の甕で外面には煤が付着する。８～ 15はくの字の甕
で13・14は口縁端部に面を持つ形態である。15は外面を敲いた後ナデ調整を行っている。内面はナデ調
整である。16は高杯の杯部で端部はやや内湾しつつ、ほぼ直線的に開く。内外面ともミガキ調整が施さ
れ丁寧に仕上げられている。17は高杯の脚部で裾部はハの字状に開く。透穴が４カ所確認できる。18は
高杯としたが器台かもしれない。杯部は小さく直線的に開く。19は器台で杯部に弱い稜がある。脚部は
器壁が厚くハの字状に開く。外面にはミガキ調整痕が残る。その他、土師器片が大量に出土した。
SD103（第2・5・14図）　SD102の周溝の内側にあり、SD102より古い溝である。平地式建物（SH101）の
周溝で南半分が調査区外で未検出のため不明である。SD102と同様、周溝の北から西にかけて連続する
長方形の土坑で構成され土坑間は浅い溝で繋がり土橋状になっている。周構内には礎板の検出された柱
穴が複数みつかっているが、柱列をなすものは確認できなかった。発掘当初、SK103としていた土坑や
トレンチ２もSD103と同じ溝となった。出土遺物は第14図１～５である。１は小型の長頸壺の口縁部で
ある。内外面ナデ調整がなされている。２は有段擬凹線の甕で口縁部は外側へ直線的に開く。３はくの
字の甕で外面に煤が付着している。４は高杯で脚部は外面にミガキ痕がわずかに認められる。裾部へ向
かって広がり透穴が４カ所確認できる。５は器台か。小さい受部でやや端部にかけて内湾気味に広がる。
その他図示できなかったが土師器片が複数出土した。
SD201（第2・4・5・14図）　２区北東で確認された溝で近代のカクランで壊されたため全容が不明である。
出土遺物は第14図６〜９で、６は有段口縁の山陰系の壺である。頸部と口縁部の境目付近に突帯が巡る。
口縁端部は外反する。７は山陰系の甕で口縁下部に突帯が巡り端部は短く外へ折れる。８・９はくの字
の甕でともに口縁部は短く外反し端部に面を持つ。その他土師器片が大量に出土している。
SD203（第2・5・14図）　２区南東隅で検出された溝である。周溝のように曲線を描くようにも見えるが
一部しか検出していないので性格は不明である。出土遺物は第14図10の山陰系の甕である。外面に煤が
付着している。その他土師器片が多数出土した。
SD204（第2・5・6・14図）　１区のSD104と同じ溝である。１区の西から南下しつつ２区の中央南端部
をほぼ直線的に流れる。SD102とSD103より新しい時期に掘られた溝と考えられる。出土遺物は第14図
11・12である。11は有段擬凹線の甕で口縁部内外面に煤が付着している。12は器台である。小型で受け
部はやや外反気味に開き脚部はハの字状に開く。全体的に摩滅や剥離が進み調整は不明である。その他
大量の土師器片が出土した。

４柱穴・包含層
P125（第2・14図）　１区中央西側で検出した柱穴である。第14図13のくの字の甕が出土した。口縁端部
は短く直立し端面となっている。
P215（SB201第2・8・15図）　SB201は２区中央西側で検出された掘立柱建物であるが、P215はSB201の
南西隅の柱穴である。第15図３の礎板が出土しており、図示はしていないが有段口縁の甕が出土している。
包含層（第14図）　第14図14の有段口縁の壺である。端部にかけて緩やかに外反する。



− 8 −

第４図　SK101、SK102、SK104、SK105、SK106、SK201、SK202、
　　　　　　  SK203、SX101、SD102、SD102-SK01、SD102-SK02　〔S=1/40〕
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SD102-SK01

SD102-SK02L=5.5m

W E

SK203

SD102-SK03（N）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．5Y5/1 灰色シルト質土〔鉄分含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD102-SK02
１．10YR4/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、鉄分・炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物多く含む〕
３．5Y5/1 灰色粘質土
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SK201
１．10YR3/1 黒褐色粘質土
２．10YR2/1 黒色粘質土〔炭化物含む〕
３．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕
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SD102
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック少量混入〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SK105
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔炭化物少量含む〕
２．2.5Y6/2 灰黄色粘質土+2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

4

L=5.5m

S N

1
2 3

SX101
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SK102
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．7.5YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
４．10GY7/1 明緑灰色シルト質土〔地山 1〕
５．7.5GY5/1 緑灰色粗砂〔5cm大の礫含む、地山 2〕

SK101
１．10YR1.7/1 黒色粘質土
２．10YR2/2 黒褐色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
３．10YR2/1 黒色粘質土〔炭化物多く含む〕
４．10YR5/2 灰黄褐色粘質土〔鉄分含む〕
５．2.5Y8/4 淡黄色粘質土+10YR5/2 灰黄褐色粘質土
６．2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土〔鉄分含む〕
７．2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土〔鉄分・炭化物少量含む〕
８．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山 1〕
９．7.5GY7/1 明緑灰色粘質土〔地山 2〕

SK104
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック多く混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SK106
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物多く含む〕
２．7.5Y5/1 灰色粘質土〔炭化物多く含む〕
３．2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質土〔鉄分含む〕
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SK202
１．10Y6/1 灰色砂質土〔粗砂〕
２．7.5Y6/1 灰色砂質土+10Y8/1 灰白色粘質土ブロック
３．N2/ 黒色粘質土
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土+10Y8/1 灰白色粘質土ブロック
５．7.5Y4/1 灰色砂質土
６．10Y7/2 灰白色砂質土〔地山〕
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第５図　SD102-SK03（N）、SD102-SK03（S）、トレンチ１、トレンチ2、SD103（SK103）、SD103、SD105、SD201、
　　　　SD202、SD103・SD202・SD204、SD202・SD204、SD204、SD203・SX201、SD205、SD206　〔S=1/40〕

トレンチ１
１．10YR5/2 灰黄褐色粘質土〔SD102 埋土〕
２．2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土〔鉄分含む、SD102 埋土〕
３．10YR6/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む、SD102 埋土〕
４．5Y4/1 灰色粘質土〔鉄分含む、SD102 埋土〕

トレンチ２
１．7.5Y5/1 灰色砂質土〔SD104 埋土〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔SD103 埋土〕
３．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、SD103 埋土〕
４．10YR3/1 黒褐色粘質土〔炭化物含む、SD103 埋土〕
５．10YR3/2 黒褐色粘質土〔炭化物含む、SD103 埋土 SD101 埋土〕

WE

5
56

1 2

2 3 4

SD202・SD204SD103・SD202・SD204
L=5.5m
S N

SD201

3

W E

1
2

SD105

5

L=5.5m
SN

1 2
3

4

SD103
SD103(SK103)

L=5.5m

L=5.4m

S N

5 6 7
8 9

10
9

123
4

SD104SD103SD103(SX102)L=5.5m
S N

5
6

8 7
1
2

3
4

SD102

トレンチ 1

トレンチ 2

SD101

3

L=5.5m
N

12 2

SD102-SK03(N) SD102-SK03(S)L=5.5m
NWSE

5

1
2

3 4

SD104SX101

L=5.5m
S

S

N

5

5
68

7
1

1

23

4

SD103 SD202

2
L=5.6m

S N

51 2

3

3

3

4

SD203 SX201
SD203・SX201

L=5.6m
WE

5
6

6

7 8
1

2

2 2

34

SD205
L=5.4m

WE
11

SD206
L=5.5m

1
2

SD202
SD204

石

L=5.5m L=5.5m
W E

1

2
2

SD204L=5.5m
S N

0 3m

６．2.5Y5/1 黄灰色粘質土〔地山ブロック混入、SD101 埋土〕
７．2.5Y8/4 淡黄色粘質土+2.5Y6/1 黄灰色粘質土〔SD103（SX102）埋土〕
８．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック少量混入、SD103（SX102）埋土〕
９．2.5Y8/4 淡黄色粘質土+10YR4/1 褐灰色粘質土〔SD103（SX102）埋土〕
10．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

５．5Y2/2 オリーブ黒色粘質土〔炭化物含む、SX101 埋土〕
６．5Y5/1 灰色粘質土〔SX101 埋土〕
７．7.5Y5/1 灰色砂質土〔SD104 埋土〕
８．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD105
１．10YR6/1 褐灰色粘質土
２．10YR6/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD103
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物少量含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
３．10YR3/1 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
４．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、鉄分含む〕
５．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD201
１．10YR3/1 黒褐色粘質土〔鉄分含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粗砂
３．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
４．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分多く含む〕

SD103（SK103）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD202・204
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．10YR4/1 褐灰色砂質土
３．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む〕
４．10YR2/1 黒色粘質土〔炭化物多く含む〕
５．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
６．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD202
１．10YR3/1 黒褐色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD204
１．10YR5/1 褐灰色粘質土+10YR5/1 褐灰色砂質土
　　　　　　〔鉄分含む〕
２．7.5Y6/2 灰オリーブ色シルト質土+
　　10YR5/1 褐灰色シルト質土
３．5Y7/3 浅黄色粘質土〔地山〕

SD203・SX201
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
３．2.5Y3/2 黒褐色粘質土
４．2.5Y5/1 黄灰色シルト質土〔鉄分含む〕
５．7.5YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
６．2.5Y7/3 浅黄色粘質土〔地山〕

SD205
１．10YR3/1 黒褐色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック多く混入〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD206
１．10YR4/2 灰黄褐色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック多く混入〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

５．2.5Y5/1 黄灰色粘質土〔鉄分多く含む〕
６．2.5Y5/1 黄灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
７．2.5Y3/1 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入、ピット〕
８．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD103・202・204
１．10YR6/2 灰黄褐色粘質土〔炭化物含む〕
２．10YR3/1 黒褐色粘質土〔炭化物多く含む〕
３．10YR3/2 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
４．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
５．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
６．10YR2/3 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入、鉄分・炭化物含む〕
７．10YR5/1 褐灰色シルト質土〔地山ブロック混入〕
８．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD102-SK03（S）
１．2.5Y6/4 にぶい黄色粘質土〔炭化物含む〕
２．2.5Y5/1 黄灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．2.5Y6/2 灰黄色粘質土
４．7.5Y5/1 灰色シルト質土〔鉄分含む〕
５．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

SD102-SK03（N）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．5Y5/1 灰色シルト質土〔鉄分含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕
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第６図　P109-SD104、P118-P134、P122-P123、P126、P219、P222、P227、P228　〔S=1/40〕
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P219（SB201）
１．10YR3/1 黒褐色粘質土〔炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P118・P134
１．10YR3/2 黒褐色粘質土
２．10YR3/2 黒褐色粘質土〔地山ブロック少量混入〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P109・SD104
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む、SD104 埋土〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む、P109 埋土〕
３．7.5Y5/1 灰色粘質土
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P123
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
３．10YR3/1 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入〕
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕
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第３節　木製品
SB201（第2・8・15図）　SB201の柱穴から第15図１（P211）、2（P212）、3（P215）、4（P216）、5（P217）、6（P218）
の礎板が出土した。
SB202（第2・7・15図）　SB202の柱穴から第15図７（P201）、8（P205）、9（P206）、10（P207）、11（P211）
の礎板が出土した。８の礎板は柵を転用したものか、端部が尖るように加工した痕跡が認められる。
P102（第2・7・16図）　P102はSB101内の柱穴である。出土遺物は第16図１の柱根の他、細かい土師器が
数点出土している。
P123（第2・6・9・16図）　P123は１区南端のSH101内で検出された柱穴で、第16図２の礎板が検出された。
SH101の平地式建物の柱穴となるかは、南半分が未検出のため不明である。
P222（第2・6・9・16図）　P222は２区南西隅のSH101内で検出された柱穴で、第16図３の礎板が検出された。
P123同様、平地式建物の柱穴となるか不明であるが、周溝内で検出された礎板を持つ柱穴として、建物
を構成していた可能性があるため掲載した。
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第７図　SB101、SB202　〔S=1/60〕
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SB202

SB101

P110（SB101）
１．10YR3/1 黒褐色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P104（SB101）
１．7.5YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P103（SB101）
１．7.5YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
３．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
４．7.5Y5/1 灰色粘質土
５．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P102（SB101）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、鉄分含む〕
３．7.5Y4/1 灰色粘質土
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P201（SB202）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P205（SB202）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P206（SB202）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P207（SB202）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P208（SB202）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P210（SB202）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P220（SB202）
１．10YR5/1 褐灰色シルト質土
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P221（SB202）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕
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5m
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L=5.5m
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L=5.2m

0 3m
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第８図　SB102、SB201、SB203　〔S=1/60〕
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P218（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P217（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P216（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．10Y7/2 灰白色粘質土+10YR4/1 褐灰色粘質土
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P215（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．10Y7/2 灰白色粘質土+10YR4/1 褐灰色粘質土
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P214（SB201）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P213（SB201）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土+10YR5/1 褐灰色粘質土
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P212（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P211（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P209（SB201）
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分・炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P203（SB203）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．10Y8/2 灰白色粘質土〔地山〕

P209（SB203）
　　土色は SB201 のとおり

P211（SB203）
　　土色は SB201 のとおり

P202（SB203）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
２．10YR4/1 褐灰色粘質土〔鉄分含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P119（SB203）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P113・P117・SD105
１．10YR4/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、炭化物含む、P117 埋土〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土〔炭化物少量含む、P113 埋土〕
３．10YR6/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入、SD105 埋土〕
４．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P114（SB102）
１．10YR4/2 灰黄褐色粘質土
２．10YR3/1 黒褐色粘質土〔炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P115（SB102）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土〔地山ブロック混入〕
２．10YR3/1 黒褐色粘質土〔炭化物含む〕
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕

P120（SB102）
１．10YR5/1 褐灰色粘質土
　　　　　　〔地山ブロック混入、炭化物含む〕
２．10YR5/1 褐灰色粘質土
３．2.5Y8/4 淡黄色粘質土〔地山〕
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第９図　SH101（SD102・SD202、SD103）　〔S=1/60〕
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第10図　SK101（１〜５）、SK102（６）、SK105（７・８）、SK106（９〜 12）　〔S= １/ ３〕

7

1

8

2

9

10

3

4 5

11

12

6
0 15cm



− 16 −

第11図　SK201（１・２）、SK202（３〜５）、SK203（６・７）、SX101（８〜 13）、SX201（14・15）　〔S= １/ ３〕
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第12図　SD101（１〜 13）、SD102-SK02（14）、SD102-SK03（15 〜 18）　〔S= １/ ３、〇数字はS= １/ ２〕
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第13図　SD102-SK04（１・２）、SD102（３〜 19）　〔S= １/ ３〕
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第14図　SD103（１〜５）、SD201（６〜９）、SD203（10）、SD204（11・12）、P125（13）、包含層（14）　〔S= １/ ３〕　
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第15図　SB201（１：P211、２：P212、３：P215、４：P216、５：P217、６：P218）、
　　　　　SB202（７：P201、８：P205、９：P206、10：P207、11：P221）　〔S= １/ ４〕
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第16図　１：P102、２：P123、３：P222　〔S= １/ ４〕
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表７　土器・陶磁器観察表

図版 番号 遺 構 器種
法量(mm)

遺存度
胎　土 調　　　　整 色　調

備　考 実測 
番号口径 

長
器高 
幅

胴径 
厚

底径 
摘径

頸径 
受径 礫 砂 骨 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

1

1 M3       
SK101

土師器 
壺 215 (154) 290 128 口9/12 

頸7/12 △ △ △ ナデ ハケ ナデ 摩滅 ケズリ 7.5YR7/4 
にぶい橙色

7.5YR8/4 
浅黄橙色 外面煤付着 A5

2 M3       
SK101

土師器 
甕 280 (68) 238 口3/12      

頸3/12 △ △ △ ナデ ナデ 摩滅 5YR7/6 
橙色

2.5YR7/4 
淡赤橙色 外面煤付着 A1

3 M3       
SK101

土師器 
甕 158 (176) 214 124 口3/12     

頸6/12 　 △ △ ナデ ハケ ハケ→ナデ ケズリ 7.5YR8/2 
灰白色

7.5YR6/3 
にぶい褐色

外面煤付着 外面肩部
キザミ文 A4

4 M3       
SK101

土師器 
甕 162 (34) 140 口2/12 

頸1/12 △ △ ナデ ナデ ナデ ケズリ 10R6/4
にぶい赤橙色

2.5YR7/2 
明赤灰色

外面煤付着                   
内面黒斑、工具痕 A2

5 M3       
SK101

土師器 
器台 (80) 107 35 裾1/12 

頸12/12 △ ○ 摩滅 摩滅  ハケ 5YR7/1
明褐灰色

2.5YR7/3         
淡赤橙色 透孔3 孔径10㎜ A3

6 M3          
SK102

土師器 
甕 148 (168) 192 128 口7/12

頸8/12 ◎ ◎ △ ○ ナデ ハケ ナデ ナデ　ハケ 10YR8/2 
灰白色

10YR7/2 
にぶい黄橙色 外面煤付着 T4

7 L2
SK105

土師器 
甕 178 (37) 148 口4/12 

頸4/12 ○ ○ ○ ナデ ハケ→ナデ ナデ ハケ 10YR3/1
黒褐色

10YR7/1 
灰白色 外面煤付着 T3

8 L2
SK105

土製品
ミニチュア (17) 36 底12/12 △ ○ ○ ナデ ナデ 7.5YR7/4 

にぶい橙色
7.5YR7/4 
にぶい橙色 T2

9 L2
SK106

土師器 
底部 (60) 142 28 胴2/12

底12/12 △ ○ ◎ ○ 摩滅 摩滅 摩滅 7.5YR7/4 
にぶい橙色

2.5Y5/1 
黄灰色 T7

10 L2
SK106

土師器 
小型甕 １１８ (55) 140 111 口7/12

頸6/12 ○ ○ ○ ○ ナデ ナデ　摩滅 ナデ ナデ　摩滅 10YR8/2
灰白色

10YR8/3 
浅黄橙色 外面煤付着 T6

11 L2         
SK106

土師器 
高杯 130 (92) 34 口8/12 

頸10/12 ○ ○ ○ ◎ ミガキ ハケ→ミガキ ミガキ ナデ                         
ハケ→ナデ

7.5YR8/3 
浅黄橙色

7.5YR8/3 
浅黄橙色 透穴4 孔径12㎜ T8

2

1 L4
SK201

土師器
甕 150 (54) 125 口2/12

頸2/12 △ △ ナデ ナデ ナデ ケズリ 10YR7/2 
にぶい黄橙色

10YR7/2 
にぶい黄橙色

口縁部内側キザミ文
口縁部に所々煤付着 E1

2 L4
SK201

土師器 
甕 162 (62) 130 口2/12 

頸2/12 ○ ○ ナデ　摩滅 ナデ　摩滅 ナデ ケズリ 10YR8/3 
浅黄橙色

10YR8/3 
浅黄橙色 外面摩滅大 E2

3 M4
SK202

土師器 
甕 147 (35) 114 口1/12 

頸1/12 ○ △ ナデ ナデ 10YR7/2 
にぶい黄橙色

10YR6/3 
にぶい黄橙色 E4

4 M4
SK202

土師器
甕 158 (42) 112 口1/12 

頸1/12 ○ ◎ ナデ ナデ ナデ ケズリ 10YR7/2 
にぶい黄橙色

10YR7/2 
にぶい黄橙色 E5

5 M4
SK202

土師器
高杯 210 (60) 口2/12 △ △ ミガキ ミガキ 2.5YR3/6

明赤褐色
2.5YR3/6
明赤褐色

内外面赤彩　外面黒斑
所々剥離・摩滅 E6

6 L4
SK203

土師器
甕 170 256 227 36 148 口11/12

底12/12 ○ ○ ナデ ハケ ナデ ハケ 10YR2/1 
黒色

10YR6/2 
灰黄褐色

外面煤付着
内面付着物 E7

7 L4
SK203

土師器 
小壺 74 91 96 24 78 口8/12

底12/12 △ ◎ ハケ→ミガキ ハケ→ミガキ ミガキ ミガキ 7.5YR7/4 
にぶい橙色

5YR6/4 
にぶい橙色 内外面所々摩滅 E3

8 L2           
SX101

土師器 
甕 160 (47) 135 口2/12 

頸2/12 △ △ ナデ ナデ ケズリ 5YR5/3 
にぶい赤褐色

5YR6/6 
橙色

外面煤付着 A24

9 L2           
SX101

土師器
甕 157 (20) 口1/12 △ △ ナデ ナデ 7.5YR4/4

褐色
7.5YR7/4 
にぶい橙色 外面煤付着 A22

10 L2           
SX101

土師器 
甕 160 (50) 136 口1/12 

頸2/12 △ △ △ ナデ 摩滅 ナデ 摩滅 7.5YR8/3 
浅黄橙色

7.5YR5/1 
褐灰色 A21

11 L2           
SX101

土師器 
甕 156 (41) 122 口2/12 △ △ ハケ→ナデ ハケ→ナデ 7.5YR4/3 

褐色
7.5YR8/4 
浅黄橙色 外面煤付着 A20

14 L4           
SX201

土師器 
甕 228 (48) 口1/12 △ △ △ ナデ→摩滅 ナデ→摩滅 5YR5/4 

にぶい赤褐色
2.5YR6/6 

橙色 A17

15 L4           
SX201

土師器 
高杯 (71) 108 38 頸12/12

裾6/12 △ △ △ ミガキ→摩滅 2.5YR7/8 
橙色

2.5YR7/8 
橙色 透孔1 孔径6mm A18

3

1 L3
SD101

土師器
壺 100 (30) 79 口6/12

頸6/12 △ ナデ ナデ 7.5YR8/4 
浅黄橙色

7.5YR8/4 
浅黄橙色 A9

2 L2
SD101

土師器
壺 152 (32) 108 口2/12

頸1/12 △ △ ナデ ナデ 2.5YR6/4
にぶい橙色

2.5YR6/4
にぶい橙色 A6

3 L2
SD101

土師器
壺 110 (63) 口2/12 △ △ ○ 摩滅 摩滅 5YR8/3 

淡橙色
5YR7/6 

橙色 A10

4 L3
SD101

土師器
甕 221 (108) 180 口3/12 

頸2/12 △ △ △ ナデ　摩滅 ハケ　摩滅 ナデ　摩滅 ケズリ　摩滅 7.5YR7/3 
にぶい橙色

7.5YR8/2
灰白色 外面黒斑 A7

5 L3
SD101

土師器 
甕 170 (76) 138 口3/12 

頸3/12 △ △ △ ナデ　摩滅 ナデ　摩滅
ハケ ナデ　摩滅 ナデ　摩滅 5YR8/4 

淡橙色
5YR7/6 

橙色 A11

6 L3
SD101

土師器
甕 207 (39) 168 口3/12

頸3/12 △ ○ △ △ ナデ　摩滅 ナデ　摩滅 ナデ　摩滅 ハケ？ ナデ　摩滅 2.5YR6/6 
橙色

10YR8/3 
浅黄橙色 A13

7 L3
SD101

土師器
高杯 120 (50) 口2/12 △ △ △ ミガキ　摩滅 ミガキ　摩滅 ミガキ　摩滅 ミガキ　摩滅 2.5YR6/4 

にぶい橙色
2.5YR6/4
にぶい橙色 内外面赤彩 A12

8 L2
SD101

土師器
高杯 (76) 108 底6/12 △ △ △ 摩滅 摩滅 7.5YR8/2

灰白色
7.5YR8/2 

灰白色 A8

9 L3
SD101

土師器
器台 74 (26) 28 口7/12 

頸10/12 △ △ ○ ナデ　摩滅
剥離

ナデ　摩滅
剥離 摩滅 摩滅 5YR8/4 

淡橙色
5YR7/4 

にぶい橙色 A14

14
L2

SD102
SK02

土師器 
壺 135 (36) 111 口2/12 △ △ ナデ 摩滅 10YR6/2

灰黄褐色
10YR8/2

灰白色 外面煤付着 Q1

15
L2

SD102　
SK03

土師器 
甕 123 (72) 110 口1/12 

頸2/12 ◎ △ △ △ ナデ　摩滅 ナデ　摩滅 摩滅 ケズリ 7.5YR7/4 
にぶい橙色

5YR7/4 
にぶい橙色

外面及び内面口縁部に
煤付着 Q2

16
L2

SD102　
SK03

土師器 
甕 163 (44) 137 口2/12 ○ △ △ 摩滅 摩滅 摩滅 摩滅 10YR8/4 

浅黄橙色
N3/ 

暗灰色 内外面黒斑 Q4

17
L2

SD102　
SK03

土師器 
甕 170 (61) 148 口2/12 

頸2/12 ◎ △ ハケ→ナデ ハケ 摩滅 ケズリ N2/ 
黒色

7.5YR7/6 
橙色

外面及び内面口縁部に
煤付着 Q3

18
L2

SD102　
SK03

土師器 
器台 (86) 130 36 裾10/12 △ ○ △ ミガキ ケズリ→ナデ 10YR8/2

灰白色
10YR5/1 

褐灰色 外面裾部一部黒斑 Q5

4

1
L2

SD102　
SK04

土師器 
甕 144 (33) 110 口2/12 ○ 摩滅 摩滅 摩滅 摩滅 10YR7/4 

にぶい黄橙色
10YR8/4 
浅黄橙色 外面煤付着 Q6

2
L2

SD102　
SK04

土師器 
甕 141 (48) 112 口1/12 

頸1/12 △ △ ○ ナデ　摩滅 摩滅 摩滅 摩滅 7.5YR8/4 
浅黄橙色

7.5YR8/6 
浅黄橙色 外面煤付着 Q7

3
L3　

SD202
SD204

土師器 
壺 157 (53) 返

164 82 口12/12 ◎ ○ △ △ ケズリ→ナデ ケズリ→ナデ ミガキ ミガキ 5YR4/3 
にぶい赤褐色

5YR5/4          
にぶい赤褐色

内外面化粧土　口縁部
棒状浮文7カ所残 Q20

4 L3
SD202

土師器 
壺 (57) 208 頸2/12 △ ○ △ ハケ ケズリ 7.5YR6/2 

灰褐色
7.5YR7/4 
にぶい橙色

外面煤付着　外面頸部
キザミ文 Q16

5 L3       
SD102

土師器 
壺 (72) 185 頸3/12 △ ○ △ ○ ハケ→ナデ ナデ ナデ ケズリ→ナデ 7.5YR8/4 

浅黄橙色
10YR8/3 
浅黄橙色 頸部キザミ文 T24

6 L2       
SD102

土師器 
壺 148 (41) 105 口6/12

頸11/12 △ ○ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 10YR8/2
灰白色

10YR8/2　　
　　灰白色 外面口縁部鋸歯文 T1

7 L2       
SD102

土師器 
甕 158 (43) 140 口2/12 

頸2/12 ○ ◎ △ ナデ ナデ ナデ ヘラケズリ 10YR8/2
灰白色

10YR8/2
灰白色

外面煤付着　　　　　
口縁部擬凹線3条 T21

8 L4       
SD202

土師器 
甕 157 (38) 138 口2/12 △ △ △ △ ナデ ナデ ミガキ→ナデ ハケ 7.5YR5/3 

にぶい橙色
10YR8/2 

灰白色 外面煤付着 Q12
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図版 番号 遺 構 器種
法量(mm)

遺存度
胎　土 調　　　　整 色　調

備　考 実測 
番号口径 

長
器高 
幅

胴径 
厚

底径 
摘径

頸径 
受径 礫 砂 骨 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

4

9 L3
SD202　

土師器 
甕 139 (33) 118 口2/12 ○ ○ △ ハケ→ナデ ナデ 7.5YR6/3 

にぶい褐色
7.5YR8/4 
浅黄橙色 Q15

10 L3       
SD202

土師器 
甕 130 (47) 110 口2/12 ○ △ △ ○ ナデ ハケ ハケ ハケ 7.5YR7/4 

にぶい橙色
7.5YR4/1 

褐灰色 外面煤付着 Q13

11 L3      
SD102

土師器 
甕 130 (50) 120 口1/12 

頸1/12 ◎ ○ ○ ○ ナデ ナデ ナデ ハケ N3/ 
暗灰色

7.5YR8/3 
浅黄橙色 外面煤付着 T22

12 L3       
SD202

土師器 
甕 183 (34) 152 口1/12 

頸1/12 △ △ △ ナデ ケズリ 10YR4/1 
褐灰色

7.5YR6/3 
にぶい褐色

内外面煤付着　
外面工具痕 Q14

13 L3       
SD202

土師器 
甕 179 (32) 146 口2/12 ◎ ○ 摩滅 摩滅 摩滅 摩滅 2.5YR7/6 

橙色
7.5YR7/4 
にぶい橙色 外面煤付着 Q11

14 L3       
SD102

土師器 
甕 149 (29) 128 口1/12      

頸2/12 ◎ ○ ○ ○ ナデ ナデ ナデ ケズリ 7.5YR8/3 
浅黄橙色

10YR8/2 
灰白色 外面煤付着 T20

15 L3       
SD102

土師器 
甕 (92) 212 180 胴1/12

頸2/12 △ ○ ○ タタキ ナデ ナデ 7.5YR8/3 
浅黄橙色

7.5YR8/3 
浅黄橙色 T25

16 L3　L4   
SD202

土師器 
高杯 196 (68) 口1/12 △ △ ○ ミガキ ミガキ ミガキ　剥離 ミガキ　剥離 10YR8/3 

浅黄橙色
10YR8/4 
浅黄橙色 内外面一部黒斑 Q10

17 L4       
SD202

土師器 
高杯 (64) 31 頸12/12 △ △ ○ 摩滅 摩滅 5YR8/4 

淡橙色
7.5YR8/4 
浅黄橙色 透孔4 孔径10mm Q9

18 L4
SD202

土師器 
高杯 92 (28) 口5/12 △ △ △ ミガキ ミガキ ミガキ　剥離 ミガキ　剥離 7.5YR7/3 

にぶい橙色
10YR8/3 
浅黄橙色 内外面赤彩 Q8

19 L3        
SD102

土師器 
器台 106 (69) 46 口1/12   

頸2/12 △ ○ △ 摩滅 摩滅 ミガキ            
摩滅 ケズリ→ナデ 10YR8/2 

灰白色
10YR8/2           

灰白色 内面指頭圧痕 T23

5

1 M3
SK103

土師器 
小型壺 ９８ (47) 口1/12 △ ◎ △ ナデ ナデ 7.5YR7/3 

にぶい橙色
7.5YR6/3 
にぶい褐色 T5

2 L2         
SD103

土師器 
甕 186 (49) 156 口4/12 

頸4/12 ○ ○ △ △ ナデ ナデ ケズリ 7.5YR5/1 
褐灰色

7.5YR6/2 
灰褐色 口縁部擬凹線5条 T17

3 L3       
SD103

土師器 
甕 166 (90) 174 151 口4/12     

頸4/12 ◎ ◎ ○ ナデ ナデ ナデ ケズリ→ナデ 5YR2/1         
黒褐色

5YR4/3             
にぶい赤褐色 外面煤付着                                  T18

4
L2

SD103
トレンチ2

土師器 
高杯 (79) 36 頸12/12 △ △ △ ミガキ→摩滅 2.5YR7/6 

橙色
5YR7/3 

にぶい橙色 透孔4　孔径6mm A16

5 L3       
SD103

土師器 
器台 92 (22) 口5/12 ○ ○ ○ ナデ ナデ 5YR5/2             

灰褐色
5YR4/1             
褐灰色 T19

6 M4
SD201

土師器 
壺 192 (70) 108 口2/12 

頸2/12 △ ◎ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 10YR8/2 
灰白色

10YR8/2
灰白色 T13

7 M4
SD201

土師器 
甕 232 (64) 210 口1/12 

頸1/12 ◎ ○ ナデ ナデ 10YR8/2
灰白色

10YR8/2
灰白色 外面煤付着 T16

8 M4
SD201

土師器 
甕 158 (43) 140 口1/12 

頸2/12 ○ ○ △ ○ ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 7.5YR7/2 
明褐灰色

10YR7/2 
にぶい黄橙色 T15

9 M4
SD201

土師器 
甕 174 (54) 150 口1/12

頸2/12 ○ ○ ○ △ ハケ→ナデ ハケ→ナデ ハケ→ナデ ナデ 7.5YR8/3 
浅黄橙色

10YR8/2
灰白色 内面指頭圧痕 T14

10 L4       
SD203

土師器 
甕 269 (52) 228 口1/12 △ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 7.5YR6/3 

にぶい褐色
10YR8/3 
浅黄橙色 外面煤付着 Q17

11 L3
SD204

土師器 
甕 180 (34) 148 口1/12 

頸1/12 △ ○ 擬凹線 ナデ ナデ ケズリ 7.5YR6/3 
にぶい褐色

10YR7/3 
にぶい黄橙色

口縁部擬凹線6条　　
内外面煤付着 Q18

12 L3 
SD204

土師器 
器台 (70) 頸37

受84
頸12/12
受3/12 △ △ 摩滅 摩滅 摩滅　剥離 摩滅　剥離 5YR8/4 

淡橙色
5YR8/4 
淡橙色 Q19

14 L2           
P125

土師器 
甕 274 (76) 233 口1/12 

頸3/12 △ ◎ ナデ ハケ ナデ ケズリ 2.5Y4/1
黄灰色

10YR6/2 
灰黄褐色 内面接合痕 E9

13 包含層 土師器
壺 128 (64) 92 口3/12 △ △ △ 摩滅 摩滅 7.5YR7/6 

橙色
10YR8/6

黄橙色 摩滅大 E8

表８　石製品観察表 表９　木製品観察表
図版 番号 遺 構 器種

法量(mm)
遺存度 備　考 実測 

番号長 幅 厚

1 12 L2                
SK106

石製品        
根固 184 74 64 完形  重1300g T9

2
12 L2           

SX101
石製品 
砥石 (42) (45) 40 欠損  重50g A23

13 L2           
SX101

石製品 
根固 164 77 43 完形  重585g A19

3

10 L3
SD101

石製品
根固 212 87 65 完形  重1580g T10

11 L3
SD101

石製品
根固 218 80 56 完形  重1230g T11

12 L3
SD101

石製品
根固 209 78 59 完形  重1100g T12

13 L3
SD101

石製品
剥片 27 12 4 欠損  重0.9g A15

（単位：㎜）

図版 番号 遺構 器種
法量

備考 実測
№長 幅 厚

15 

1 
M3

P211
 (SB201)

礎板 262 111 42 A27

2 
L4

P212            
(SB201)

礎板 262 83 30 E13

3 
L3

P215
 (SB201)

礎板 209 77 17 T26

4 
L3

P216
 (SB201)

礎板 212 89 29 E10

5 
L3

P217
(SB201)

礎板 185 89 25 T27

6 
L3

P218
(SB201)

礎板 253 91 27 E12

7 
M3

P201            
(SB202)

礎板 220 155 20 T28

8 
M3

P205            
(SB202)

礎板 212 150 54 E14

9 
M3

P206
(SB202)

礎板 235 113 25 E11

10 
M3

P207            
(SB202)

礎板 145 145 32 Q21

11 
M3

P221            
(SB202)

礎板 180 138 18 N2

16 

1 M3
 P102 柱根 540 123 140 A26

2 L3
P123 礎板 571 108 46 N1

3 L3
P222    礎板 663 130 79 A25



− 24 −

第３章　総　　　括
　調査結果から遺構の変遷を整理する。

弥生時代
　弥生時代後期の土器が出土したSK203が該当する。
　SK203は生時代後期の土器が埋納されていたと考えられる。この遺構以外からも弥生時代の土器が出土
するが古墳時代の土器に混ざって出土するので弥生時代の純粋な遺構はSK203のみである。弥生時代後期
の集落として、当遺跡に近接する桜田・示野中遺跡や薬師堂遺跡があり、南に隣接する平成23年度に発
掘調査を行った出雲じいさまだ遺跡でも１棟ではあるが掘立柱建物が確認されている。弥生時代後期に
は当該遺跡の場所は集落の周辺として存在していたと考えられる。

古墳時代
　古墳時代の中でも前期の遺構が一番多くみつかっており、当遺跡の盛期は古墳時代前期であると言
える。該当する遺構はSB201、SB203、SH101、土坑墓と考えられるSK101、埋納土坑であるSK102と
SK106、SK105、SK201、SK202の他、SX101やSX201からも古墳時代前期の土器が出土した。
　住居に近接して土坑墓と考えられる土坑が単体で造られていた。平成22・23年度調査区に繋がる集落
であると考えられる。

古代以降
　古墳時代前期以降の明確な遺構は確認できず、出土した遺物も珠洲焼片と思われる陶器が１点、近世
や近代の陶器片が１点ずつとほとんど混ざらない。古墳時代前期に画期をむかえた後、当遺跡では人々
の生活痕がなくなることから、集落は別の場所へと移動したものと考えられる。

　以上が平成25年度に調査した出雲じいさまだ遺跡の変遷である。この結果から第３図　出雲じいさま
だ遺跡全体図でも示されているように、当該調査区が古墳時代前期の集落の北端部に位置することが明
らかになった。
　この集落の規模は南北の距離だけでも1.2kmを越える。東西も発掘調査を実施した箇所だけで１kmを
計る大規模な集落であり、未調査の東西部分にも広がっているように見える。集落内では玉造りが行わ
れていた事が平成17年度の第４次調査や平成22年度の第5次調査、平成23年度の第６次調査で確認されて
いるが今回の調査区は集落の北端ということで玉造りに関連した遺物の出土は少ない。包含層で出土し
た緑色凝灰岩片が１点と関係が無いかもしれないがSX101で出土した砥石1点のみである。
　集落の中心部は平成22・23年度調査区であり、詳細は平成27年度に刊行された『出雲じいさまだ遺跡Ⅲ』
や今年度刊行する『出雲じいさまだ遺跡Ⅴ』で報告されるので参照されたい。
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第17図　出雲じいさまだ遺跡遺構平面図（1）　〔S=1/100〕
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第18図　出雲じいさまだ遺跡遺構平面図（2）　〔S=1/100〕



１区遠景（東から　左隣の戸板小学校体育館下がH23年度調査区）

調査区全景（オルソ画像　他調査区含む　右が北）

写
真
図
版
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１区全景（南東から）

１区SK102土器出土状況（南から）

１区SD101土器出土状況（南西から）

１区SB101（南西から）

１区SK101土器出土状況（北から）

１区SK106土器出土状況（北から）

１区SD102・SD103（南西から）

１区P123礎板出土状況（南から）
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２



２区全景（南東から）

２区SD201（北から）

２区SD204（１区SD104の続き　東から）

２区P219礎板出土状況（SB201　南から）

２区SK203（北東から）

２区SD202（１区SD102の続き　東から）

２区SB201・SB202（北西から）

P222礎板出土状況（北東から）

写
真
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版
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SK101出土　第10図-1

SK102出土　第10図-6

SK106出土　第10図-11

SK203出土　第11図-7

SK101出土　第10図-3

SK105出土　第10図-7

SK203出土　第11図-6

SX201出土　第11図-15

写
真
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版
４



SD101出土　第12図-4

SD101出土　第12図-8

SD102出土　第13図-5

SD102出土　第12図-18

SD101出土　第12図-5

SD102出土　第13図-3

SD102出土　第13図-6

SD102出土　第13図-17

写
真
図
版
５



SD102出土　第13図-19

SD103出土　第13図-4

石製品　根固石　奥左から第12図-1、第10図-12
　　　　　　　　手前左から第11図-13、第12図-11、第12図-12

P205出土　礎板　第15図-8

SD103出土　第14図-3

石製品　砥石　第11図-12、剥片　第12図-13

P102出土　柱根　第16図-1
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６
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要約

出雲じいさまだ遺跡は、平成14年度、平成23年度に発掘調査を行っており、今回の発掘調査は平成14年度調
査区の南東、平成23年度調査区の北側に隣接する場所を調査している。調査では古墳時代の平地式建物の周
溝、掘立柱建物、土器埋納土坑、方形土坑等を確認した。
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